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社会福祉法人 

波佐見町社会福祉協議会 

  



≪重点項目≫ 

１、地域に根差した社協活動の充実 

・自治会、民生委員等と連携を図りながら、地域での課題を抽出し、問題解決できるよう継続し

て努めていく。 

２、Ｗｉｔｈコロナに向けた事業の検討 

・新型コロナウイルス感染症（今後はコロナウイルス感染症２０１９と名称変更予定）が、令和５

年５月８日以降、感染症法上の位置付けが５類に変更することに伴い、次年度に向けて事業

を見直していく。 

３、人材確保に向けた対策の強化 

・誰もが働きやすい職場づくりを目指し、福利厚生の充実、休暇を取得しやすい環境づくり、ハ

ラスメント対策などに取り組んでいく。また人事考課制度を導入し、職員のモチベーションの

維持向上に努めていく。 

 

≪ 事 業 内 容 ≫ 

【１】法人運営事業 

(１)役員会及び部会・各種委員会の開催 

・理事会（定時評議員会前後、１１月頃、令和６年３月） 

・監査（定時評議員会前＋必要に応じて） 

・評議員会（定時評議員会、令和６年３月） 

・正副会長会（必要に応じて ３回程度） 

・部 会  

①総務企画部会 

②地域福祉・在宅福祉サービス部会  随時 

・共同募金配分委員会 

・歳末たすけあい配分委員会 

・評議員選任・解任委員会 

(２)諸規程の必要に応じた改正､見直し 

(３)会員加入促進 

(４)波佐見町農村環境改善センターの管理業務受託事業（町委託事業） 

(５)役職員の資質向上 

・介護支援専門員､介護福祉士､社会福祉士等の資格取得促進 

・各種研修事業に参加するとともに、自主研修を企画し職員の資質向上に努める 

（６）健康管理 

・職場環境を充実させるとともに、労働安全衛生法に基づく健康管理を行う。 

・定期健診の実施 

・インフルエンザ予防接種の実施 
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(７) 福祉実習生の受け入れ 

・社会福祉士取得、訪問介護員研修等実習生の受け入れ 

(８)波佐見町地域福祉推進協議会活動助成と各郷地域福祉推進協議会の活動促進 

(９)退職共済積立 

・職員退職時に円滑に退職金が支払えるように、退職金の積立を行う 

正職員    → 全国社会福祉団体職員退職手当積立基金制度に加入 

嘱託職員   → 中小企業退職金共済制度に加入 

登録ヘルパー → 退職慰労金引当金として積立 

(10)災害支援準備金事業 

・万一の災害時における、災害ボランティアセンター設置、資材費等の確保 

(11)ホームページ等を利用した各種事業の啓発活動 

 

【２】地域福祉推進事業 

(１)波佐見町地域福祉推進補助金事業 

①食事サービスボランティア講習会の開催⇒１回・２５人 

②在宅寝たきり高齢者・障害者理容・美容サービスの実施⇒１０人の２回 

③新入学児童及び新 4年生へ交通安全黄色い帽子の贈呈 

④視覚障害者等への音訳サービスの実施⇒広報等の通年配布、交流会 

⑤点訳ボランティア養成講座の開催⇒初級編⇒５回 

⑥第３１回ふれあい運動会の開催⇒１回 開催日 ６月１７日（土） 町体育センター 

⑦保育園・認定こども園連絡会の開催⇒１回 

⑧お楽しみ映画会事業の開催⇒希望自治会・延べ３５回 

⑨災害支援支え合いマップづくり事業 

⑩ボランティアセンター運営事業 

⑪ボランティア室の運営⇒切手仕分け作業の充実ほか 

⑫災害ボランティアセンター運営スタッフ養成講座 

⑬黄色い杖の配布（外出支援）⇒民生委員と連携 

⑭福祉教育の実施 

 

(２)手話奉仕員養成研修講座（初級編）の開催 

 

(３) その他の地域福祉推進事業 

①災害見舞金の給付事業⇒全壊・全焼、半壊・半焼 

②２４時間テレビ支援事業⇒８月２７日（日） 

③ボランティア保険加入促進事業 

・ボランティア登録者の拡大⇒登録者へのボランティア保険補助 

④介護福祉機器の貸出(ベッド、車椅子、エアーマットなど) 
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【３】地域介護予防活動支援事業（町委託事業） 

(１)ふれあい型サロン（月１回程度開催） 

(２)いきいき運動型サロン（月３～４回程度開催） 

(３)その他 

①連絡会の開催 

②サロン保険の加入 

（４）介護予防・日常生活支援総合事業における町との連携・協力 

・生活支援サポーター養成研修への協力等 

 

【４】共同募金配分金事業 

(１)ふれあい型給食サービス 

・７５歳以上の一人暮らし高齢者・障害者を中心に、｢たんぽぽ｣「すみれ」｢ひよこ｣の３グル

ープで実施⇒年９回 

(２)波佐見町広報紙に社協広報｢ほほえみ｣の毎月発行 

(３)活動事業補助（配分申請受付、連絡調整） 

①老人福祉関係 

(A)町老人クラブ連合会 

(B)町在宅介護者の会 

②障害児・者福祉関係 

(A)町身体障害者福祉会 

(B)町手をつなぐ育成会 

③児童・青少年福祉関係 

(A)町ボランティア協力校（高校 1校、中学 1校、小学３校） 

④母子・父子福祉関係 

(A)町母子寡婦福祉会 

⑤福祉育成・助成関係 

(A)町婦人会 

⑥ボランティア活動関係 

(A)町ボランティア連絡協議会 

(B)点訳ボランティアでんでんむし 

(４) 歳末たすけあい配分事業 

①義援金の配分 

②生活困窮者への食糧等の支援 

 

【５】心配ごと相談所の開設・運営 

(１)心配ごと相談・・・「委嘱相談員 7名」 

毎週水曜日 13:30～16:00 総合文化会館（※第４水曜日を除く） 
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(２)法律相談・・・｢弁護士｣ 

奇数月第２土曜 9:30～12:30 総合文化会館 

(３)土曜相談・・・「委嘱相談員７名」 

毎月第４土曜日 9:30～11:30 総合文化会館 

(４)その他相談・・・社協事務所及び委嘱相談員宅 

必要に応じて随時 

(５)その他・・・関係機関団体の相談所との連携 

①東彼北松福祉事務所ひとり親相談②人権相談③行政相談等 

 

【６】生活福祉資金貸付事業（県社協委託事業） 

生活上の課題を抱える低所得の世帯に対して、必要な相談支援を行うことと併せ、無利子

（または低利子）で一時的に必要となるお金を貸し付ける 

 貸付相談員の配置 

 

【７】善意銀行事業 

(１)香典返し寄付者への初盆お供え 

(２)経理区分間繰入金支出による事業 

 

【８】福祉資金貸付事業 

(１)貸付審査会の開催 

(２)波佐見町福祉資金の貸付（上限 10万円） 

(３)欠損補てん積立 

高額療養費及び波佐見町福祉資金で欠損が生じた場合に補填する。 

 

【９】高額資金貸付事業 

(１)高額療養費貸付 

波佐見町民で高額療養費の支払いに困窮する者に対し資金を貸付ける 

(２)高額介護サービス費等貸付 

波佐見町民で高額介護サービス費の対象分の支払いや償還払い分の支払いに困窮する

者に対し資金を貸付ける 

(３)出産費用貸付 

国民健康保険による出産育児一時金の支給を受けることが見込まれる世帯主に対し、出産

に要する費用を支払うための資金を貸付ける。 

 

【10】老人訪問介護事業 

(１)波佐見ホームヘルプサービス事業所の健全経営(介護保険) 

①介護保険＝訪問介護・訪問型サービス 
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(２)利用者本位のサービス推進 

①独自サービス（まごの手）の推進 

(３)手順書による活動の推進 

(４)収益事業の検討 

 

【11】障害福祉サービス事業 

(１)波佐見ホームヘルプサービス事業所の健全経営(障害福祉サービス) 

①障害福祉サービス（自立支援）＝居宅介護・重度訪問介護・同行援護 

(２)手順書による活動の推進 

(３)収益事業の検討 

 

【12】居宅介護支援事業 

(１)波佐見居宅介護支援事業所の健全経営 

(２)介護保険認定調査の受託 

(３)収益事業の検討 

 

【13】生活困窮者自立相談支援事業（県委託事業） くらしとしごとサポートセンター 

生活保護に至る前の段階の自立支援策の強化を図るため、生活困窮者に対し、自立相談支

援事業の実施、住居確保給付金の支給その他の支援を行うための所要の措置を講ずる 

相談支援員及びアウトリーチ支援員の配置 

 

【14】福祉サービス利用援助事業（県社協委託事業） 福祉あんしんセンター波佐見 

判断能力の不十分な人であっても福祉サービスの利用が適切に利用できるよう助け、これに

伴う日常的金銭管理等をあわせて行う。 

専門員及び生活支援員の配置 

東彼地区市民後見人候補者養成研修修了者へのフォローアップ 

 

【15】地域福祉充実事業 

毎会計年度、その保有する財産について、事業継続に必要な財産を控除した上、再投下可能

な財産（社会福祉充実財産）が生じる場合、社会福祉充実計画を策定し、所轄庁である長崎県

の承認を得た上で、地域の福祉ニーズ等を踏まえつつ、当該財産を計画的かつ有効に再投下し

ていく。 

(１)フリースペース事業 

(２)減災啓発事業 

 

【16】支援対象児童等見守り強化事業（町委託事業） むすびサポート 

コロナウイルス感染症の影響により、子どもの見守り機会が減少し、児童虐待のリスクが高ま
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っていることから、支援が必要な子育て家庭に対し、お弁当を届ける支援を実施することで、子ど

もや保護者の見守り・語りかけの機会とし、必要に応じ支援につなげていく。 

 相談支援員の配置        むすびサポーターの配置 

 

【17】その他 

(１)調査広報活動事業 

・無線放送、ホームページ、Twitter、Facebook等の広報活動 

・課題に対応した必要な調査 

(２)各種募金活動推進事業 

・犯罪予防援助募金 

・戦没者慰霊奉賛金募金 

・日赤活動資金募集 

・災害募金；県社協、県共募、日赤の要請により行う。 

(３)その他の福祉推進事業 

①委託事務 

・波佐見町地域福祉推進協議会の活動支援 

・波佐見町老人クラブ連合会の活動支援 

・波佐見町ボランティア連絡協議会の活動支援 

・波佐見町シルバーボランティア連絡会の活動支援 

・波佐見町在宅介護者の会の活動支援 

・長崎県共同募金会波佐見町支会の運営 

・日本赤十字社長崎県支部波佐見町分区の運営 

②連携強化 

・波佐見町民生児童委員協議会及び各地区民生委員・主任児童委員との連携促進 

・関係行政機関、保健・医療及び福祉施設との綿密な連絡協調 

・福祉団体（老人クラブ連合会、身体障害者福祉会、母子寡婦福祉会、手をつなぐ育成会、

介護者の会）との活動協力と育成 

・公益社団法人波佐見町シルバー人材センター事業への協力と連携 

・婦人会への協力 

・「社会を明るくする運動」への協力 

・長崎県戦没者慰霊奉賛会への協力 

・東彼杵郡老人クラブ連合会事業の推進（事務局＝東彼杵社協） 

 

令和５年３月 

 

社会福祉法人 波佐見町社会福祉協議会 

会 長    松 下 幸 人  
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